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人
身
取
引
を
未
然
に
防
ぐ

明
日
の
空
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今回のテーマに当てはまる目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

　

近
年
、
国
際
的
な
人
や
物
の
移
動

が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
、
国
際
的
な

犯
罪
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
「
人
身
取
引
」
で
す
。
強
制
労

働
・
性
的
搾
取
・
臓
器
売
買
な
ど
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
世
界
中
で
多

く
の
人
が
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の
２
０

１
７
年
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
全
世

界
で
強
制
労
働
・
強
制
結
婚
を
さ
せ

ら
れ
て
い
る
人
は
、
顕
在
化
さ
れ
て

い
な
い
人
数
も
含
め
る
と
年
間
４
０

０
０
万
人
に
の
ぼ
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
身
取
引
で
は
、
移
動
の
た
め
に

航
空
機
が
用
い
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
航
空
会

社
に
は
①
人
身
取
引
の
兆
候
を
発
見

し
、
②
そ
れ
を
当
局
に
通
報
す
る
こ

と
で
、
人
身
取
引
の
防
止
に
貢
献
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

際
航
空
運
送
協
会
（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
や

国
際
民
間
航
空
機
関
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）

も
、
人
身
取
引
の
撲
滅
に
向
け
た
取

り
組
み
や
定
期
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
の
ほ
か
、
人
身
取
引
を
防
止
す

る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
や
、

啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
意
識
す
る
必
要

が
あ
る
の
が
、
人
身
取
引
を
防
止
す

る
た
め
に
と
っ
た
行
動
が
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
“
Ｄド

ゥｏ 

Ｎノ
ーｏ 

Ｈハ

ー

ム

ａ
ｒ
ｍ
＂
の
原
則
で
す
。
人

身
取
引
が
疑
わ
れ
る
場
面
で
は
、
被

害
者
や
自
分
自
身
に
危
害
が
及
ば
な

い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
や
、

犯
人
に
疑
わ
れ
な
い
よ
う
自
然
に
ふ

る
ま
う
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分

自
身
も
危
険
に
さ
ら
さ
な
い
こ
と
が

必
要
な
の
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
で
は
新
入
社
員

研
修
や
新
任
管
理
職
研
修
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
社
内
研
修
の
場
で
「
人

権
教
育
」
の
時
間
を
設
け
て
い
る
ほ

か
、
人
事
業
務
や
調
達
業
務
の
担
当

者
に
対
し
て
は
、
社
外
の
弁
護
士
に

よ
る
勉
強
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
社

員
の
意
識
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
４
月
か
ら
は
警
察
な

ど
と
連
携
し
、
人
身
取
引
の
兆
候
を

発
見
し
た
際
の
対
応
要
領
や
通
報
体

制
を
確
立
。
水
際
で
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

社
員
一
人
一
人
が
小
さ
な
違
和
感

を
見
逃
さ
ず
、「
人
身
取
引

を
決
し
て
許
さ
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
で
日
々
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ

Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
一
丸
と
な
っ

て
、
人
身
取
引
の
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

増
加
す
る
人
身
取
引

航
空
会
社
の
役
割

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
と
し
て

2020年2月に行われた社内研修会。

2011年、あるアメリカの航空
会社機内でのことです。客室
乗務員が、ぼろぼろの服を着
た女の子と、身なりの整った
年配の男性が一緒に座って
いるのを見て違和感を覚えま
した。客室乗務員が女の子に
話しかけようとしても男性が割
って入ってくることを不審に思
い、少女にトイレへ行くようひ
そかにささやきました。客室乗
務員は助けが必要かどうかを
尋ねるメモを事前にトイレの鏡
に貼りつけておき、少女がその
メモに「助けてほしい」と書き
足したのを見て、到着地の空
港へ通報。男は逮捕され、少
女は助けられました。

成田国際空港株式会社提供

IATAによる啓発ポスター

トイレの「メモ」で
人身取引を防止 
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U
N
O
D
C
に
報
告
さ
れ
た
被
害
者
数

一
国
あ
た
り
の
平
均
被
害
者
数

対象国数

（人） （人）

国連薬物・犯罪事務所（UNODC）による人身取引被害者数統計 現代奴隷の推計値全人口に占める割合
UNODC「Global Report on Trafficking in Persons 2018」より 2017年ILOレポート「Global Estimates of Modern Slavery」より

5.4 per 1,000

全世界の人口1,000人に対して、
5.4人の現代奴隷が発生しています。

およそ4,000万人が現代奴隷として
扱われています。

被害者の数は
年々増加しています。
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